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議
員

地
域
で
の
安
全
対
策

と
し
て
、
散
歩
時
等
に
腕
章

を
着
用
し
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
い
る
地
区
が

あ
る
が
、
各
地
区
で
の
取
り

議
員

平
成
十
六
年
十
月
に

発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震

後
に
政
府
中
央
防
災
会
議
専

門
調
査
会
は
、
首
都
圏
で
起

こ
り
う
る
Ｍ
（
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
）
七
ク
ラ
ス
の
地
震
を

想
定
し
た
「
予
防
対
策
用
震

度
分
布
図
」
を
発
表
し
た
。

そ
の
中
で
は
、
本
県
西
部
の

神
縄
・
国
府
津
―
松
田
断
層

帯
が
Ｍ
七
・
五
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
本
市
の
被
害
は
ど
の

よ
う
に
想
定
さ
れ
て
い
る
の

か
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

神
縄
・
国

府
津
―
松
田
断
層
帯
地
震
で

は
、
本
市
で
も
震
度
六
強
か

ら
七
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

県
が
ま
と
め
た
被
害
想
定
で

は
、
冬
の
午
後
六
時
に
発
生

し
た
場
合
は
、
死
者
八
八
〇

人
、
負
傷
者
七
五
九
〇
人
、

建
物
被
害
と
し
て
、
大
破
木

造
建
物
が
四
万
三
〇
〇
〇

棟
、
中
破
木
造
建
物
が
一
万

六
〇
〇
〇
棟
と
な
っ
て
い
る
。

議
員

こ
の
よ
う
な
大
地
震

発
生
時
の
対
応
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

大
地
震
発

生
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

震
度
五
強
以
上
で
市
職
員
が

自
動
参
集
し
て
災
害
対
策
本

部
を
開
設
す
る
。
そ
の
後
、

地
域
防
災
計
画
災
害
応
急
対

策
計
画
に
よ
り
、
発
災
か
ら

二
四
時
間
以
内
の
第
一
対
応

期
で
は
、情
報
の
収
集
伝
達
、

市
民
か
ら
の
安
否
等
の
問
い

合
わ
せ
対
応
、
救
助
・
救
急

お
よ
び
消
火
等
を
行
う
。
二

四
時
間
か
ら
三
日
以
内
の
第

二
対
応
期
で
は
、医
療
救
護
、

飲
食
糧
の
供
給
、
道
路
等
の

状
況
把
握
な
ど
を
行
う
。
三

日
か
ら
一
週
間
の
第
三
対
応

期
で
は
、
被
害
調
査
、
医
療

救
護
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

受
け
入
れ
等
を
実
施
す
る
。

一
週
間
後
の
第
四
対
応
期
で

は
、
避
難
生
活
の
長
期
化
に

伴
う
実
情
に
即
し
た
応
急
活

動
等
を
実
施
す
る
。

防
災
意
識
の
啓
発

議
員

本
市
の
地
域
防
災
計

画
に
つ
い
て
、
市
民
主
体
の

計
画
を
策
定
し
啓
発
す
べ
き

と
思
う
が
見
解
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

地
域
防
災

計
画
は
災
害
対
策
基
本
法
に

よ
り
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
行

政
が
主
体
と
な
る
対
策
計
画

の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
市
民
が
主
体
と
な
る

対
策
も
計
画
に
は
位
置
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
市
民
に
分
か

り
や
す
い
内
容
の
防
災
計
画

が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
現
在
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
見
直
し
後
は
、
市
民
用

の
防
災
計
画
の
概
要
版
を
作

成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

市
民
へ
の
防
災
意
識

の
啓
発
で
は
、
大
地
震
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
で
食
い
止

め
る
た
め
の
事
前
予
防
的
な

減
災
対
策
も
行
う
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い

寸断された道路（新潟県中越地震）

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘

伝
統
工
芸
体
験
な
ど
の
展
開
で
模
索

議
員

地
域
の
活
性
化
や
景

気
回
復
手
段
と
し
て
観
光
の

振
興
に
大
き
な
期
待
が
集
ま

っ
て
い
る
。
本
市
の
観
光
資

源
の
発
掘
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

従
来
の
観
光
資

源
は
、
自
然
環
境
で
あ
る
景

観
や
観
光
施
設
、
歴
史
遺
産

等
の
見
学
を
主
と
し
て
い
た
。

今
年
度
は
、
近
隣
の
四
市
三

町
と
県
観
光
協
会
で
構
成
す

る
湘
南
地
区
観
光
振
興
協
議

会
が
、
湘
南
地
区
の
新
た
な

観
光
資
源
の
発
掘
お
よ
び
そ

の
活
用
や
採
算
性
等
を
調
査だるま制作体験（観光モニターツアー）

議
員

先
日
、
農
地
パ
ト
ロ

ー
ル
が
行
わ
れ
た
際
に
同
行

し
て
金
目
川
河
川
敷
で
の
不

法
耕
作
の
現
状
を
調
査
し
た
。

平
塚
大
橋
か
ら
花
水
橋
ま
で

畑
が
続
い
て
お
り
、
中
に
は

堤
防
の
際
ま
で
不
法
耕
作
が

行
わ
れ
て
い
た
。こ
れ
で
は
、

増
水
時
に
堤
防
決
壊
の
原
因

と
な
り
か
ね
な
い
と
思
う
。

河
川
敷
で
の
不
法
耕
作
防
止

の
対
策
を
伺
い
た
い
。

都
市
整
備
部
長

指
摘
の
場

所
は
、
県
が
管
理
す
る
河
川

区
域
で
あ
る
。
県
は
不
法
耕

作
と
判
断
し
て
お
り
、
是
正

指
導
や
不
法
耕
作
を
禁
止
す

る
看
板
を
設
置
し
、
河
川
パ

ト
ロ
ー
ル
も
定
期
的
に
行
い
、

警
察
に
も
情
報
提
供
す
る
な

ど
不
法
耕
作
防
止
の
対
策
を

講
じ
て
い
る
。
県
は
、
特
に

堤
防
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
耕
作

者
へ
の
直
接
指
導
や
自
治
会

を
通
じ
て
の
原
状
回
復
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

議
員

県
の
具
体
的
な
対
策

の
予
定
を
聞
き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

県
は
、
平

成
十
六
年
十
二
月
末
ま
で
に

自
主
的
に
中
止
し
な
い
場
合

は
、
不
法
耕
作
物
を
撤
去
し

原
状
回
復
を
行
う
な
ど
、
よ

り
踏
み
込
ん
だ
対
策
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
堤
防
の
法

面
護
岸
に
お
け
る
不
法
耕
作

中
止
や
平
場
の
柵
等
の
撤
去

を
重
点
的
に
行
う
と
の
こ
と

で
あ
る
。

議
員

本
市
と
し
て
も
、
市

民
農
園
を
拡
充
す
る
な
ど
、

他
の
耕
作
地
を
確
保
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
の
か
聞
き
た

い
。

都
市
整
備
部
長

現
在
十
数

園
の
市
民
農
園
が
開
設
さ
れ

て
お
り
、
毎
年
一
園
ず
つ
増

園
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
河

川
で
の
不
法
耕
作
者
に
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
河
川
環
境
の
あ
り
方

に
つ
い
て
地
域
の
方
と
協
議

し
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

に
積
極
的
に
提
案
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

洪
水
被
害
を
懸
念

河
川
敷
の
不
法
耕
作
に
ど
う
対
処

企
業
等
と
の
連
携
は

す
る
「
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
を

開
催
し
た
。
広
域
連
携
で
は

初
め
て
の
企
画
だ
っ
た
が
、

こ
の
ツ
ア
ー
の
中
で
、
本
市

は
湘
南
ひ
ら
つ
か
名
産
品
選

定
委
員
会
推
奨
品
で
あ
る
相

州
だ
る
ま
を
職
人
か
ら
直
接

指
導
を
受
け
て
作
成
す
る
制

作
体
験
コ
ー
ス
を
設
定
し

た
。
そ
の
参
加
者
か
ら
の
評

判
は
よ
く
、
再
度
の
開
催
要

望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

議
員

本
市
観
光
の
今
後
の

方
向
性
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

今
後
は
、
伝
統

工
芸
、
技
術
、
文
化
な
ど
に

直
接
触
れ
、
体
験
す
る
と
い

う
複
合
的
観
光
の
視
点
か
ら

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
だ
る
ま
の
制
作
等

の
伝
統
工
芸
や
技
術
自
体
が

新
た
な
観
光
資
源
と
な
り
、

誘
客
効
果
や
産
業
の
活
性
化

等
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

近
年
、
各
地
で
工
場

や
農
業
施
設
、
港
湾
設
備
な

ど
の
見
学
体
験
を
主
と
し
た

観
光
を
産
業
観
光
と
位
置
づ

け
、
新
た
な
観
光
資
源
と
し

て
の
開
発
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
。
本
市
の
産
業
観
光
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

経
済
部
長

産
業
観
光
に
つ

い
て
本
市
に
置
き
換
え
る
と
、

各
企
業
、
工
場
、
生
産
者
な

ど
の
理
解
や
協
力
を
得
て
、

市
内
外
の
見
学
者
を
受
け
入

れ
る
こ
と
で
、
市
内
の
企
業

や
生
産
者
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
生
産
す
る
商
品
の
購
買

促
進
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
観

光
客
の
市
内
で
の
宿
泊
、
飲

食
や
土
産
品
等
の
購
買
な
ど

が
期
待
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
市
の
考
え
だ
け
で

実
現
で
き
な
い
た
め
、
関
係

す
る
企
業
や
機
関
等
と
の
連

携
に
よ
り
、
Ｐ
Ｒ
や
受
入
態

勢
の
整
備
な
ど
、
お
互
い
に

役
割
分
担
を
し
て
協
働
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

今
後
も
、
新
た
な
視
点
に
よ

組
み
を
伺
い
た
い
。

防
災
安
全
部
長

地
域
の
防

犯
活
動
の
主
な
も
の
と
し
て
、

旭
南
自
治
会
連
合
会
で
は
、

週
一
回
を
目
標
に
一
斉
夜
間

パ
ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
田

村
大
神
地
区
で
は
、
防
犯
に

関
す
る
地
域
安
全
推
進
大
会

が
開
催
さ
れ
、
横
内
団
地
で

は
、
公
園
で
の
小
中
高
校
生

へ
の
声
か
け
、
遅
い
時
間
帯

で
の
歩
道
上
の
酒
宴
に
対
す

る
注
意
等
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
治
会
、

防
犯
協
会
の
支
部
単
位
で
年

末
や
夏
休
み
を
中
心
に
取
り

組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

議
員

平
成
十
六
年
十
一
月

に
、
駅
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
市
と
警
察
等
に
よ
り
実
施

し
た
が
、
そ
の
後
の
取
り
組

み
を
聞
き
た
い
。

防
災
安
全
部
長

前
年
度
の

駅
周
辺
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
後
、

パ
ー
ル
ロ
ー
ド
と
公
園
通
り

の
交
差
点
に
車
止
め
を
設
置

し
、
歩
道
上
の
駐
車
防
止
を

図
り
、
違
法
駐
車
取
り
締
ま

り
強
化
を
警
察
署
に
要
請
し

た
。
今
回
、
抜
き
打
ち
的
に

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
呼
び
込
み
等
は
な
か

っ
た
が
、
多
少
の
駐
車
違
反

等
が
見
受
け
ら
れ
た
。
今
後

も
時
間
帯
等
を
変
え
て
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
警
察
、

商
店
会
等
と
連
携
を
図
り
防

犯
対
策
を
推
進
し
た
い
。

る
観
光
資
源
の
発
掘
に
心
が

け
、
産
業
観
光
の
推
進
を
通

じ
て
本
市
産
業
の
発
展
に
努

め
て
い
き
た
い
。

食
農
教
育
の
推
進

今
後
の
方
向
性
尋
ね
る

議
員

市
民
の
健
康
増
進
と

食
と
農
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
農
作
業
等
を
体
験
で
き

る
、
日
帰
り
や
宿
泊
型
の

「
教
育
フ
ァ
ー
ム
」
な
ど
を

通
し
た
食
農
教
育
に
対
す
る

考
え
方
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

本
市
は
、
平
塚

市
産
業
活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
食
農
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
地

域
農
業
に
対
す
る
市
民
の
理

解
を
得
る
こ
と
で
、
農
業
体

験
と
食
の
学
習
教
育
を
学
校

や
家
庭
あ
る
い
は
地
域
社
会

の
中
に
取
り
込
み
、
農
業
を

基
盤
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
食

農
教
育
は
農
業
が
食
を
確
保

す
る
重
要
な
手
段
で
あ
る
こ

と
な
ど
農
業
の
果
た
す
役
割

と
意
義
等
を
啓
発
す
る
活
動

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

議
員

今
後
の
食
農
教
育
の

方
向
性
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

食
農
教
育
の
方

向
と
し
て
は
、
①
農
業
体
験

を
行
う
、
②
農
業
の
仕
組
み

等
を
自
然
教
育
の
一
環
と
し

て
伝
え
る
、
③
市
民
農
園
の

利
用
や
近
隣
農
家
へ
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加
、
④
自
然
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

心
豊
か
な
子
供
た
ち
を
育
む
、

⑤
家
庭
の
伝
統
食
を
伝
え
健

全
な
食
生
活
を
習
慣
づ
け
る
、

こ
の
五
つ
を
柱
と
し
食
と
人

と
の
か
か
わ
り
の
中
で
学
び

取
れ
る
教
育
学
習
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

首都圏M7クラス地震想定�首都圏M7クラス地震想定�首都圏M7クラス地震想定�

国が「予防対策用震度分布図」を発表�国が「予防対策用震度分布図」を発表�
発災時の市の対応問う�

地域での防犯パトロール�地域での防犯パトロール�地域での防犯パトロール�

独自の取り組み進む�独自の取り組み進む�

た
い
。

防
災
安
全
部
長

本
市
の
地

域
防
災
計
画
で
は
、
人
的
被

害
を
も
た
ら
す
要
因
そ
の
も

の
を
事
前
に
抑
え
る
た
め
の

減
災
対
策
と
し
て
、
公
共
施

設
の
耐
震
補
強
を
順
次
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
市
民
に
は

家
具
の
転
倒
防
止
や
家
屋
の

耐
震
化
な
ど
の
対
応
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
そ
の
支
援
策

と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
に
対
し
助
成
を
行
っ
て

お
り
、今
年
度
か
ら
新
た
に
、

こ
の
診
断
結
果
に
よ
り
実
施

す
る
耐
震
改
修
工
事
お
よ
び

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
防
災
工
事

に
対
す
る
補
助
を
開
始
し
て

い
る
。


